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平面配置案平面配置案

一般部の基本断面の規模等と特徴一般部の基本断面の規模等と特徴

○施工性・経済性
・既設の被覆石の撤去が発生しない位置に
直立消波ブロックを設置（施工性・経済
性の点で有利）

○護岸背後空間の閉塞感の解消
・飛沫防止帯の設置により狭く、暗かった
背後空間の閉塞感を解消

○背後住居のプライバシーへの配慮
・利用箇所が現状より遠く、住宅等が見下
ろせる位置への立入を制限することで、
背後住居のプライバシーに配慮

○海域環境・水産活動への影響の最小化
・既存消波ブロックの設置範囲内に設置
し、藻場等への影響を最小化

・かつ、撤去した消波ブロックを護岸前面
に設置し、魚礁に転用

・基部の傾斜が±0.0m付近にあたるため、
ヒジキの育成に有利

○海の眺望の確保
・視線を遮らず、海側への眺望を確保
○安全・防犯対策
・直立消波ブロック天端（利用箇所）から背

後地への視線が遮断されない
○アクセスへの配慮
・直立消波ブロックの天端高（利用箇所）を

下げ、地盤との高低差を約1.3mに抑える
ことでアクセス（階段やスロープが小さ
くなる）に配慮
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既存消波ブロック法尻

前出し幅13.0m
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既設消波ブロック撤去

直立消波ブロック
（高さ1.7m、幅4.5m）

既設コンクリート撤去
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前面パラペット

1：2の勾配

1：2の勾配

背後パラペット
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○直立消波ブロックのイメージ（宮崎港）

測線

測線調査断面

面的調査結果面的調査結果

平面配置と要所部の検討平面配置と要所部の検討

一般部の断面構造を基本に、管理用の車輌が通行する管理用通路等の必要な施設や、北端部、中央部、南端部

に主要なエントランス（入口、玄関）としての機能、3箇所ある背後道路からアクセスする階段の配置を検討し

た、平面配置計画案を事務局より提案しました。また、隣接する船溜まりについても、高潮対策事業で整備可能

な範囲で、パラペットを設けて階段を設置した、防護と親水性を考慮した施設を提案しました。

飛沫防止帯の検討飛沫防止帯の検討

飛沫防止帯は海岸保全施設の付帯

施設であり、金属の腐食、送電線の

短絡事故、植物の枯死などの塩風害

をもたらす飛沫（大気中に飛散する

海水）を防ぐ施設です。北浜地区1

では、護岸背後に近接している住居

や商業施設等への飛沫を防止するこ

とに加え、課題となっている護岸背

後の閉塞感の解消にも有効であると

考えられることから、今回、既存護

岸を撤去して飛沫防止帯を設置する

ことを提案しました。

飛沫防止帯については、今後ワー

クショップ等での意見も踏まえ、維

持管理方法や形状、樹種の選定等を

検討する必要があります。

一般部の基本断面の検討一般部の基本断面の検討

これまでのワークショップおよび検討会での意見・要望を踏まえ、事務局から基本的な断面構造を提案しまし

た。具体的には、現在設置されている消波ブロックおよびコンクリート護岸を撤去し、現在の護岸位置よりも

13m前出しした位置に直立消波ブロック、高さ5.5mの前面パラペットを設置し、その背後に透水層（北部と南部

で海底地形が異なるため、幅が異なる）および高さ5.5mの背後パラペットを設置することで越波から背後地を守

るとともに、海域環境等への影響を最小限にしつつ、景観や利用、施工性等に配慮します。さらに、その背後に

飛沫防止帯を設置することで、背後地に飛沫が飛散するのを防ぐとともに、護岸背後空間の閉塞感の解消や背後

住居のプライバシーに配慮します。

北端部の空間イメージ
①隅角部に波が集まるのを防ぐため、護岸の
線形を円形に沖出し

②比較的波浪が弱い楠港の防波堤背後に、水
面に近づける親水性を検討

③前面へのアクセス部は、二重に重なる不連
続の背後パラペットを配置（霞堤）

④管理用車両の通行とバリアフリーに対応し
た緩いスロープを配置

⑤落水者の救護のため階段を設置

中央部の空間イメージ
①前面と背後の二重パラペットと、透水層
を配置して防護するが、前面へのアクセ
ス部は、二重に重なる不連続の背後パラ
ペットを配置（霞堤）

②既存の空地を活用し、スロープと階段を
設置

③管理用車両の通行とバリアフリーに対応
した緩いスロープを配置

南端部および船溜まりの空間イメージ
①管理用通路を通すため、背後のパラペット
を設置せず、護岸の沖だしと嵩上げ、透水
層により防護

②嵩上げした護岸は展望空間として活用
③管理用車両の通行とバリアフリーに対応し
た緩いスロープを配置

④船溜まり部は水叩きとパラペットを配置し
て防護し、親水性に配慮した階段を設置（高
潮対策事業で可能な整備案）

整備後の護岸背後（北端部）のイメージ整備後の護岸背後（北端部）のイメージ

整備後の護岸背後（南端部）のイメージ整備後の護岸背後（南端部）のイメージ

現在の護岸背後（北端部）現在の護岸背後（北端部）

現在の護岸背後（南端部）現在の護岸背後（南端部）

※断面、平面図に記載した数値は計算による暫定値であり、今後水理模型実験等により、変更する可能性がある。

環境調査報告環境調査報告

昨年度に引き続き、北浜地区1の前面海域で行った藻場等の環境調査結

果を報告しました。藻場の生育面積は、全体的にやや増加傾向にあり、

構成種については大きな変化はなかったものの、今年度調査結果ではノ

コギリモクが第1優占種となる区分が増加していました。ただし、昨年度

と比較して、ヒジキが第1優占種となる区分が減少しています。一方、測

線調査では、護岸前面に配置されている消波ブロックの、干潮位

（±0m）付近にヒジキ、-2m前後までにワカメが分布し、それより水深の

深い消波ブロック上には、クロメ、ワカメ、アカモク、ノコギリモクが

混生していることが確認されました。また、投石魚礁にはクロメ、ノコ

ギリモクが広く生育し、水面まで達するものも確認されました。

干潮位　　±0.0
（基本水準面）

投石魚礁投石魚礁

①
②③

④
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緑 　アマモ場

● 　スポット調査地点

ﾋﾟﾝｸ 　70％～100％

黄 　30％～70％

青 　5％～30％

藻が覆っている度合い

①始点付近：ヒジキ①始点付近：ヒジキ
③始点から20m付近：

ノコギリモク
③始点から20m付近：

ノコギリモク④始点から35m付近：ワカメ④始点から35m付近：ワカメ
②消波ブロック法先：
ワカメ・ノコギリモク
②消波ブロック法先：
ワカメ・ノコギリモク
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